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図 2-19 ボーリング柱状図 2/2（御宿町 0016） 

 

 災害履歴調査他 

当該盛土造成地の地盤及び構造物において、地震及び風水害に係る災害履歴について確認し

た。 

 

・本章冒頭の表 2-1、資料 No.5「東北地方太平洋沖地震による関東地方の地盤液状化現象

の実態解明報告書（平成 23年 8月 国土交通省関東地方整備局・公益社団法人地盤工学

会）」によると、本業務対象盛土付近では、東北地方太平洋沖地震による液状化は発生し

ていない。 
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 現地踏査 

 

 目視による現地踏査 

全対象盛土造成地について、現地踏査を実施した。 

現地踏査では、擁壁や宅地等に顕著な変状が認められた場合の「災害の恐れが切迫してい

るか否か」の判定に加え、盛土および擁壁の形状と構造、宅地地盤・擁壁・のり面の変状の

有無、地下水の有無、盛土下の不安定な土層の有無などを把握するとともに、その結果から

滑動崩落の危険要因の有無を推定した。 

 

現地踏査で確認した以下の指標は、第二次スクリーニングの優先度評価の指標となる。後

述する図 3-2 現地踏査における着目点の例を参考に確認をおこなった。 

 

①盛土及び擁壁の形状と構造 

②宅地地盤・擁壁・のり面の変状の有無 

③地下水の有無 

④盛土下の不安定土層の有無 

 

「ガイドライン」における現地踏査に関する記載を次項図 3-1 に抜粋して示す。 

現地踏査における着目点の例を図 3-2 に示す。 
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図 3-1 現地踏査（出典：「ガイドライン」p1-75）  
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図 3-2 現地踏査における着目点の例（出典：「ガイドライン」p1-78） 
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 現地踏査等資料の整理  

現地踏査の状況を項目ごとに整理し、本業務調査事項を宅地カルテ（ガイドライン様式）

に追記した。 

①盛土位置図（現地写真撮影位置表記）     ：様式３ 

②現地写真（末端部前面写真を標準とする。）   ：様式４ 

③現地踏査の記録（末端部状況、法面や擁壁の構造及び変状の状況、地下水、盛土材、

周辺路面等の状況及びその他特異な事項について記載） ：様式３ 

④優先度評価結果      ：様式１ 

 

追記した宅地カルテは巻末資料３に示す。 

また、現地踏査結果を巻末資料２に整理した。位置図には下記のように写真撮影位置を示

した。 

 

 

 

 

 

 

①

写真番号

矢印：カメラ方向
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 第二次スクリーニングの優先度評価 

「ガイドライン」に示される優先度評価フローに従って第二次スクリーニングの優先度評価

を行い、その結果を宅地カルテに記載した。 

また、想定被害形態（すべり崩壊・変形及び擁壁倒壊・変形）についても想定し、国の令和

元年防災対策検討会報告における「新たな考え方」にしたがい早期に第二次スクリーニングを

実施すべき盛土と経過観察する盛土に区分した。 

 

 第二次スクリーニングの優先度評価（「ガイドライン」） 

優先度の評価は、以下の指標を組み合わせて、次項図 4-1のフローに従っておこなった。 

 

・現地踏査で調査した項目のうち優先度の評価に用いる指標 

①盛土および擁壁の形状と構造 

②宅地地盤・擁壁・のり面の変状の有無 

③地下水の有無 

④盛土下の不安定な土層の有無 

・基礎資料整理で整理した項目のうち優先度の評価に用いる指標 

⑤造成年代 

⑥変動確率 

 

※④盛土下の不安定な土層の有無については、国土地理院が作成している治水地形分類図より

確認をおこなう方法もあるが、本業務対象盛土周辺については作成範囲外のため、現地踏査

で確認をおこなうこととした。 

⑥変動確率については、実被害との整合性が低いことが東北地方太平洋沖地震の被災事例等

で確認されているため、状況に応じて補足的に用いる。 
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図 4-1 第二次スクリーニングの優先度評価フロー（出典：「ガイドライン」p1-82）  

  


